
 

令和 5 年 7 月 26 日 

 

「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」 

第 79 回（通算第 158 回）定例会 会議録 

 

◆日 時：令和 5 年 7 月 18 日（火） PM7：05～8：45  

◆場 所：田辺市民総合センター １F 機能訓練室 

◆出席者：  21 名 ＋オンライン 4 名  

 

別紙のとおり 

 

 

１．「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」定例会について 

 【19：05～20：45】 

19：05～       開 会              

 

 

19：05～19：10    情報提供 

            南和歌山 MC主催地域連携カンファンレンス案内 

9/23  15：00～ ハナヨ  特別講演とシンポジウム 

保険医協会主催講演会案内 

8/26  15：00～ 紀南文化会館  講演会 

 

19：10～19：45    講 義 

            「科学的介護情報システム（LIFE）について」 

                講師：特別養護老人ホーム愛の園   

施設長    崎山 賢士氏 

 

19：45～20：20    意見交換 

 

 

20：20～20：45    発 表 

 

 

20：45          閉 会 

 
 

 

 

 

 

 



【講義内容】     

 

【意見交換】     

 

〇科学的介護情報システム（LIFE）とは 

→介護サービス利用者の状態や、介護施設・事業所で行っているケアの計画・内容などを一定の様

式で入力すると、インターネットを通じて厚生労働省へ送信され、入力内容が分析されて、当該

施設等にフィードバックされる情報システム。介護事業所において PDCAサイクルを回すために活

用するためのツール。 

・LIFEによる収集データ項目 

 ＜高齢者の状態＞ 収集データ項目の例 病歴・薬剤情報・身長/体重（BMI）・血液検査データ・

口腔 栄養に関する情報・睡眠・手足の動き・認知症の行動心理症状の状態 など 

 ＜高齢者への介入＞機能訓練の内容・食事の介助の場所や方法・口くうケアの方法・趣味活動の

支援の内容 など 

 ＜高齢者のイベント＞誤嚥性肺炎・体重減少・感染・便秘・転倒・入退院・せん妄 など 

・LIFEの機能 

 ①介護サービス実践の質の改善  ②介護サービスの質の評価  ③介護の標準化 

・LIFEの課題 

→（講師の意見） 

データ収集項目が、身体機能や医学的な側面に偏っており、高齢者の心理・社会的な側面に

関するものがさほど見当たらない。LIFEで質を高めることができるのも、そして科学化が可

能になるのも「心身の機能を高める」「医学的な問題を起こさない」という範囲にとどまって

しまう懸念がある。介護や社会福祉サービスの目的は「心身機能の回復」ではなく、「生活の

質：QOLの改善」「well-being：健康かつ幸福な状態の実現」にある。実際、高齢者介護の専

門職は「高齢者のできることが限られていくなかでも、できるだけその人が望む生活を送る

ことができるように社会的環境を整える・心理的に支える」、「孤立を防ぐ」といったことを

価値観の中心に据えてる。「生活の質」の一部には「心身機能の回復」も含まれますが、それ

は一部であり全部ではない。 

   この意味で、LIFEのデータ収集項目に「主観的幸福感」「対人関係」「社会参加」などといっ

た高齢者と周囲の人びとの心理面・社会生活面のデータを加えたうえで、「質の改善」「評価」

「科学化」に繋ぐべきである。 

〇LIFEについて思うこと 

・どのくらいの介護事業所が算定しているのか 

 →全国では７割の事業所と言われている。田辺圏域のデータはわからない 

・フィードバックが弱いように思う。そのため実際のイメージがわきにくい 

・評価をする専門職によって視点が違う。そのため PDCAを回した最終的な着地点が異なるのでは 

 →例えばバーセルインデックスの値がよくなっても、生活の中でそれがどう生かされているのか 

・本人のやる気をライフにどうつなげていけばいいのかわかりにくい 

・算定することによる事務量が気になる。 

→入力は誰が？評価は誰がする？成功報酬につながるのでは？ 

・どのくらいの頻度で入力が必要なのか？どんな手続きが必要なのか教えてほしい 

 →３か月に１回は更新が必要。管理をちゃんとすれば省ける手間もあるが、確かに事務量は多 い 

・加算の算定要件はどうなっているのか 

・評価の視点にばらつきが大きい。職種の違い、同職種でも人によって差がでる。差がでるものを

どう評価していいのか気になる。 

 →確かに、全国との比較がフィードバックされているが、事業所の評価にどのようにつながるの

かわかりにくい。 

・加算で得る報酬と手間を考えると、導入に消極的になる 

 

⇒現時点では、事業所の評価にしか使えない。今後データを蓄積しないと、利用者本人へのフィー

ドバックは難しいと思う。そのため、５年ぐらいは様子を見ていくしかない。エビデンスの積

み上げがこれからの課題。 

 



 

※定例会開催にあたっての感染症対策 

  ・体調確認と必要に応じて非接触型温度計による体温測定 

  ・手指消毒・換気 

  ・ＺＯＯＭを活用したオンライン研修 

 

【次回の定例会】 

→以下の日程で実施する。 

日時：令和 5年 8月 18日（金） 午後７時～  

    ※第 3火曜日がお盆なので、第 3金曜日に変更しています。 

       場所：田辺市民総合センター 1F 機能訓練室 

内容：田辺中央病院 藤田作業療法士に研修を依頼中 

 

  


